








































































































































































































































て計算される男女・年齢別純移動率(net migration rateby sex and age)で
ある6)。
　第２に推計手法面からみれば，以下のような問題点を指摘しうる。
　(1)人口移動は短期的にも大きく変動し，かつ長期的には移動率をコン
スタントあるいは実績トレンドの任意の延長で仮定することは非現実的と
なり，推計値の有効性を失なわせる。
　(2)しかも人口移動は都市・農村間，大都市相互間，核心・周辺地域間
などの地域間相互の影響が大きく，一般に推計対象地域のみの独立した仮
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　はじめに
　人口推計の基本的な手法は，直接の人口変動要因である出生・死亡およ
び流入・流出の４要因について，それぞれの変化を仮定することてあるが，
その仮定の具体的方法は各要因データの整備状況に大きく影響される1）。
　しかしもっとも一般的な方法は男女・年齢別計算を前提として，まず出
生・死亡要因の仮定については，人口および出生・死亡登録（あるいは調
査）の時系列データを男女・年齢別にとり，これらをもちいて出生につい
ては女子の年齢別出生率（八，ズは年齢，以下同様），死亡については男女・
年齢別死亡率（ら）を計算し，それぞれの実績データから将来の変化傾向
およびレベルを仮定する2）。この場合，仮定値のレベルを見定めるための
基準合計枠として，一定の人口集団が出生・死亡ともにその年齢別の率を
経過したものとして得られる年齢合計率，つまり出生については女子の年
齢合計出生率（通常15～49歳についてyﾚﾉ1,一般に合計特殊出生率と呼ばれる），
死亡については男女年齢別らパタンから計算される０歳平均余命（＝平
均寿命，Jo）が利用されるｏ
　これらのデータにもとづく将来動向の仮定に際して，理論的に精確な推
計手法としては年次別・年齢別変化をコーホート分析（cohort analysis)つ
まり同時出生集団ごとの時系列変化として追跡することによって，コーホ
ートごとに将来動向を仮定することが望ましい3）。実際，八仮定に関して
はコーホート分析を適用することがかなり試みられているが，しかし今の
ところらにまて適用することは少ない。その理由はおそらく人口変動に
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